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序

・太陽活動が気候変動に影響をおよぼす可能性については、多くの研究がなされてきている。しか

しながら、いまだに未解決の問題が多い分野である。一般に、太陽活動として、太陽黒点の11年周

期が良く知られているが、太陽活動の変化には、太陽黒点の変動特性とはかならずしも一致しない

ものが多くあることが、近年の研究でわかってきており、それらを明確にすることが、今後の研究

のうえで重要どなるであろうと考えられる。ところで、地上で観測される宇宙線強度の変動は、宇

宙線が伝播してくる惑星問空間のプラズマや磁場の変動を強く反映しており、太陽活動の変動と密

接に関連している。従って、地上で宇宙線を観測することによ’り、太陽活動の変動をモニターする

ことが可能となる。

　気象研究所では、古くから宇宙線に関する研究を続けてきた。気象研究所の筑波への移転時に多

方向宇宙線計が設置され、試験観測をへて、1983年よりほぼ連続して観測ができるようになった。

本報告では、1983年から、1986年までの4年間の宇宙線中間子強度をまとめたものである。この報

告が、気候変動に関する班究のための基礎資料として、またさらに、太陽地球系物理学のための基

礎資料として、広く活用されることを期待する。

昭和62年1月

気象研究所　高層物理研究部長

　　　　　村松久史『
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概 要菅

　本報告は、1983年から1986年までの4年間にわたり筑波（36．10N、140．1。E）にある多方向宇宙

線計によって得られたミュー中間子強度の観測をまとめたものである。多方向宇宙線計は、一層8

個の検出器が上下4層におかれており、2っの検出器を同時に通過したものを選ぶことにより、．垂

直、220南、226北、340西、19。西、190東、340東の方向にっいての、中間子強度を得ている。

検出器は、500mm×500mm×100mmのプラスチックシンチレーター4枚を1組（合計1㎡）、光電子

増倍管、および前置増幅器からなっている。軟成分を除くため、第3層と第4層の問に10qmm厚の

鉛を入れている。

　図には、垂直（3種類）および他の6方向について、宇宙線ミュー中間子強度の変動を、1983年か

ら1986年まで各月ごとに示した。表には～3っの方向について、一時間値と一日平均値を、各月ご

とに示した。値はすべて気圧の効果を補正した（1000mbに対応）ものを、自然対数表示した相対

値である。・

＊須田友重：〒190立川市栄町1－29－5

　白木正規・小寺邦彦・長井嗣信：高層物理研究部



Abstract＊

　　　This　report　presents　observational　results　of　cosmic　ray　meson．intensity　obtained

with　the　multi－directional　cosmic　ray　telescope　at　Tsukuba（36．1。N，140．10E）during1983

－1986・The　multi－directional　cosmic　ray　telescope　contains32detectors，which　are　set　in

41ayers（8detectors　in　eacぬlayer）．Having　twofold　coincidence　from　a　pεしir　of　detectors

and　having　further　coincidences　and　mixings，seven　components，i．e．，vertica1，220south，

220north，340west，190west，190east，and340east，of　cosmic　ray　meson　intensity　are

obtained．Each　detector　consists　of4plastic　scintillators（500mm×500mm×100mm），making

up　a1㎡effective　area，a5－inch　photo－multiplier，and　a　pre－amplifier．To　absorb　the　soft

compgnent　of　cosmic　rays，there　are100mm　thick　lead（Pb）blocks　between　the　lower　two

layers．Figures　present　hourly　values　of　cosmic　ray　meson　intensity　for　vertical（3kinds）

an〔i　other6components　for　each　month（1uring1983－1986．Tables　present　hourly　values

of　cosmic　ray　meson　intensity　for　vertica1，190west，and190east　components　for　each

month　of　the　same　period．All　values　are　pressure　corrected　in　natura口ogarithmic

representation（％）．

＊　T．Suda：1－29－5Sakaechyo，Tachikawa－shi190，Tokyo．

　　M．Shiraki，K．Kodera，andT．Nagai：UpperAtmospherePhysicsResearchDivision


